
内部でのスラムの問題であったりする。

文化的な多様性に関わる問題では，沖縄の風

水的には重要とされている集落の林も，米軍に

とっては必要とされないことが挙げられる。ま

た，一日に必要な熱量すら確保できない極貧困

者の多いラテンアメリカ諸国がある一方で，肥

満に悩む人の多いアメリカ合衆国がある。

社会的体制に関わる問題では，国家的プロ

ジェクトの干拓事業を行う韓国政府と地域開発

を望む地域住民の認識の差から起因する問題が

ある。また，エコツーリズムを推進する自治体

が，観光客の流入により自然破壊をおこす問題

や，複数の国にちらばるロマの問題などがある。

地域問題は，人間活動と自然現象の複数の要

因が相乗的に作用し，問題が深刻になっていく

ものが多い。地域問題とは，時間の経過ととも

に人間活動の変化により引き起こされるもので

あり，そこに自然現象が大きく影響している場

合，軽微な場合，全く関わっていない場合があ

ることが，本書により明確である。

本書では，各項目の終わりには，筆者の視点

からの将来展望を示すようにした。それぞれの

地域問題は，地理的視点からのみ解決できるわ

けではないが，学際的な分野からの多大なエネ

ルギーが必要となるであろう。20年後，30年

後には，本書で扱った地域問題の多くが解決し，

問題地域ではなくなっていることを願いたい。

1　地域問題の視点地域問題の定義はこれまで多くの研究

者によって述べられている（例えば，川島，

1988；石原・森滝 , 1989；小金澤，1992； 竹内，

1998）。竹内（1998）は，地域問題とは「広

義の資源」の配分システムに関わる問題として

いる。本書では，この視点にさらに自然現象が

強くはたらいて人間活動に何らかの支障をきた

す場合も含めて，地域問題を扱うことにした。

本書では，それぞれの執筆者が人間活動によっ

て生ずる負の事象があらわれると考えた地域問

題を主として取り上げた。

地域問題を認識するにあたり，地域のスケー

ルへの配慮が重要である。すなわち，スケール

が変わると，認識される事象が異なる場合があ

る。例えば，マクロスケールの世界規模の視点

や，大陸規模のメソスケールの視点からは，イ

ンナーシティ問題のようなミクロスケールの地

域問題は認識されない。本書では地域のスケー

ルに配慮し，地域問題を世界規模のもの，大陸

の中のものに大きく区分し，それを図 1に示

した。そして，大陸の中の地域問題は，大から

小のスケールへと配列するとともに，地域的な

つながりを重視した項目の配列とした。

図 1 では，ほぼ全世界が網羅されており，

全世界に地域問題があることがわかる。また，

地域問題についてその要因から類型化を試みる

と，自然現象が主因のもの，人間活動が主因の

もの，両者が相互に関わり合って発生するもの

があることがわかる（図２）。本書では，それ

ぞれの地域問題について，客観的な視点から，

自然現象や人間活動を多角的・総合的にとらえ，

地域に内在する問題に言及した。

2　自然現象にともなう地域問題自然現象にともなう地域問題は，地震災

害や気象災害のように，人間の力の及ばないエ

ネルギーやメカニズムにより発生する問題と，

主に人間活動により生じてきている問題とに二

分されるわけではない。自然現象を主体とする

ものでさえ，人間活動がそこになければ地域問

題にはならない。人間活動を主とするものにも，

背景に自然条件の厳しさなどが反映されている

場合がある。すなわち，自然的な地域問題と人

文的な地域問題とは複雑に関係している。

まず，自然現象にともなう地域問題について

取り上げると，この中には，特異な自然条件が

なければ起こりえない地域問題もある。もちろ

ん，その自然条件が生起する地域の人間活動に

負のインパクトを与えた時に，これははじめて

地域問題となる。

このうち，マクロスケールの自然を主体とし

た地域問題には，地震災害や気象災害などがあ

る。しかし，大地震が発生した地域にとっては，

メソスケールのスマトラ沖地震のように，その

被害の及ぶ範囲は限られてくる。気象災害では，

エルニーニョ現象はインドネシアの干ばつのよ

うなメソスケールの問題を引き起こす。また，

過去の気候変化が生んだ地形が地域問題のベー

スとなっている例として，入植によってオース

トラリアの砂漠化が促進されたことが挙げられ

る。一方，アフリカでは，半乾燥の自然条件に

加えて，過剰な人間活動により砂漠化が進んで

いる。さらに，近年の温暖化に関連した地域問

題もあり，それは時間とともに変化している。

3　人間活動にともなう地域問題「広義の資源」の配分に格差があっても，

地域問題を問題として提起する主体がなけれ

ば，地域問題は顕在化しない（竹内 , 1998）。

人間活動にともなう地域問題は，経済格差，文

化的な多様性，社会的体制の相違に起因する場

合が多い（図 2）。

経済資源の空間的配分に関わる問題とは，例

えば，世界における工業生産の偏在であったり，

海洋における水産資源の問題であったり，都市

図1　本書で扱った地域問題一覧
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図2　世界の地域問題の類型

数字は図1と対応し，本書の項目番号を示している。

地震　4，56，57
気象災害　5，28
地球温暖化　6，11，15，23，26，39，40，67
自然環境　7，50，51
砂漠化　12，13，20
マングローブの開発　27，62
土地荒廃　43，44
水資源　35，52，58，72，74
大気汚染と植生　76

環境 29
農牧業 22，34，53， 48 64
 59，65，71，77 
水産資源 14，60，61
民族 16，21，42
都市 8，24，38， 66 17，25
 49，63，78，80
工業 9，33，46，55，68
健康   19，36
人口   41，47
性差   10，54
貧困 30，32
高齢化   37，73，79
国家間 18  45，69
景観 75 31，66，70
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